
２

月
８

日
、

国
労

大
阪

会

館

に

於

い

て

第
45

回

拡

大
西

日
本

本
部

委
員

会
を

リ
モ

ー
ト

併
用

で
開

催
し

こ
れ

ま
で

の
運

動
の

総
括

を
行

な
う

と
と

も
に

、
組

織
拡

大
・

強
化

を
最

重
要

課
題

と
位

置
付

け
、

職
場

か
ら

全
組

合
員

で
闘

う
２

０
２

５
年

春
闘

を
は

じ
め

と

す

る

当

面

の

闘

争

方

針

を

決

定

し

ま

し

た
。委

員

会
は

、
大

和
執

行

副

委
員

長
の

開
会

で
は

じ

ま

り
、

議
長

に
は

近
畿

選

出

の
松

尾
委

員
が

選
出

さ

れ
ま
し
た
。

植
田

執
行

委
員

長
か

ら
、

能

登
半

島
地

震
や

豪
雨

災

害

で
避

難
生

活
が

余
儀

な

く

さ
れ

て
お

り
一

日
も

早

い

復
興

・
復

旧
に

協
力

し

て

い
く

、
世

界
情

勢
、

組

織

強
化

・
拡

大
の

取
り

組

み

、
Ｊ

Ｒ
の

安
全

問
題

、

地
方

公
共

交
通

を
守

る
闘

い

、
25

春

闘

の

取

り

組

み
、

政
治

的
課

題
な

ど
の

挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

国

労
本

部
よ

り
鈴

木
執

行
委

員
が

第
１

９
５

回
拡

大

中
央

委
員

会
の

報
告

、

組

織
拡

大
・

強
化

の
取

り

組

み
や

Ｔ
Ｕ

Ｎ
Ａ

Ｇ
ア

プ

リ
の
推
進
に
つ
い

て
、
25

春

闘
に

つ
い

て
、

Ｊ
Ｒ

各

社

の
安

全
問

題
、

国
内

外

情

勢
等

に
触

れ
て

挨
拶

を

行
な
い
ま
し
た
。

河
野

業
務

部
長

か
ら

協

約

・
協

定
の

締
結

確
認

が

あ

り
承

認
さ

れ
ま

し
た

。

そ

の
後

大
北

書
記

長
が

当

面

す
る

闘
争

方
針

の
提

案

を

行
な

い
、

討
論

が
行

な

わ

れ
８

名
の

委
員

か
ら

発

言

が
あ

り
ま

し
た

。
答

弁

後

、
大

北
書

記
長

が
集

約

を

行
な

い
、

伊
野

執
行

委

員
が

委
員

会
宣

言
を

提
案

し
採

択
さ

れ
ま

し
た

。
大

和
執

行
副

委
員

長
の

閉
会

挨
拶

を
受

け
、

植
田

執
行

委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
ま
し
た
。

（1） ２０２５年 ３ 月 １ 日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３７７
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Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
を
利
用
中

組
合
員
の
皆
さ
ん
登
録
し
よ
う

登
録
は
西
日
本
本
部
ま
た
は
地
方
本
部
へ

大

幅

賃

上

げ

獲

得

！

職

場

か

ら

声

を

あ

げ

最

後

ま

で

闘

お

う

！

第
45
回
拡
大
委
員
会
を
開
催
！

つくろう職場に労働運動を！

ひろげよう闘いを

職場に、地域に、全国に！

挨拶する松尾議長 ↑

地域公共交通を守る

全国統一行動報告集会

２月８日（土）１０時より「地域

公共交通を守る全国統一行動報告集

会」を開催しました。

波見執行委員の司会で開会し、植

田執行委員長の主催者挨拶を受け、

各地方本部からこれまでの取り組み

の報告や今後の取り組み等が報告さ

れました。

大北書記長

がまとめを行

ない、閉会し

ました。



能
登
半
島

地
震
か
ら
１

年
、
豪
雨
災

害
も
あ
り
、

未
だ
仮
住
ま
い
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、
日
常
の

生
活
に
戻
れ
ず
一
日
も
早
い

生
活
の
再
建
と
地
域
の
復
旧

を
願
い
協
力
し
て
い
き
た
い
。

組
織
強
化
・
拡
大
で
は
、

西
日
本
本
部
と
し
て
全
機
関

の
取
り
組
み
状
況
・
到
達
点

を
共
有
し
な
が
ら
克
服
す
べ

き
課
題
を
確
認
。
組
織
拡
大
・

強
化
に
全
力
を
上
げ
、
到
達

目
標
で
あ
る
各
地
方
本
部
１

名
以
上
の
組
織
拡
大
を
や
り

き
る
た
め
、
動
き
を
止
め
ず

大
き
な
流
れ
を
築
き
上
げ
よ

う
と
意
思
統
一
し
て
き
た
。

次
世
代
へ
国
労
運
動
と
組
織

を
繋
い
で
い
く
た
め
全
組
合

員
が
職
場
か
ら
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

機
関
紙
や
Ｈ
Ｐ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

「
ツ
ナ
グ
」
を
全
組
合
員
が

活
用
し
、
情
報
を
発
信
し
な

が
ら
『
知
っ
て
も
ら
い
、
見

え
る
国
労
運
動
』
に
力
を
入

れ
、
職
場
環
境
・
労
働
条
件

改
善
の
た
め
、
要
求
の
多
数

派
か
ら
組
織
の
多
数
派
に
向

け
前
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
の
鉄
道
輸
送

の
確
保
で
は
、
駅
の
業
務
体

制
を
は
じ
め
各
系
統
に
お
い

て
業
務
の
見
直
し
、
機
械
化
・

シ
ス
テ
ム
化
・
委
託
化
・
外

注
化
な
ど
「
合
理
化
・
効
率

化
」
施
策
が
よ
り
一
層
加
速

し
て
い
る
。
要
員
削
減
、
労

働
環
境
・
技
術
継
承
の
課
題

な
ど
、
抜
本
的
な
改
善
を
求

め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
安
全
・
安
心
の
鉄
道
輸

送
の
確
保
、
労
働
条
件
の
改

善
と
健
康
で
安
心
し
て
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を

は
じ
め
闘
い
を
進
め
る
こ
と

が
益
々
重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

各
社
で
重
大
事
故
が
多
発
し
、

労
働
者
・
利
用
者
の
生
命
を

脅
か
す
事
象
が
相
次
い
で
い

る
。
「
安
全
総
点
検
・
仕
事

総
点
検
」
か
ら
安
全
に
必
要

な
要
員
確
保
と
労
働
条
件
の

改
善
、
職
場
環
境
・
技
術
継

承
の
課
題
な
ど
、
抜
本
的
な

改
善
を
求
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
鉄
道
輸
送
の
最
大
の

使
命
で
あ
る
「
安
全
」
が
成

り
立
っ
て
こ
そ
「
安
心
」
が

生
ま
れ
る
。
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
重
要
な
鉄
道
を
守

り
、
安
全
・
安
心
の
輸
送
の

確
保
、
労
働
条
件
の
改
善
と

健
康
で
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
職
場
づ
く
り
の
闘
い

を
進
め
て
い
く
。
「
二
度
と

家
族
や
仲
間
を
悲
し
ま
せ
る

事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
」
決

意
を
ひ
と
つ
に
『
い
の
ち
の

砦
』
と
し
て
の
『
安
全
』
へ

の
歩
み
を
し
っ
か
り
と
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
共
交
通
を
守
る
闘
い
で

は
、
Ｊ
Ｒ
会
社
は
政
府
か
ら

「
公
益
事
業
」
の
指
定
を
受

け
た
事
業
で
あ
る
。
西
日
本

会
社
は
区
間
別
収
支
を
発
表

し
て
い
る
が
、
分
割
・
民
営

化
で
引
き
継
い
だ
Ｊ
Ｒ
が
そ

の
使
命
や
役
割
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
地

方
交
通
線
の
存
廃
は
地
方
・

地
域
の
将
来
展
望
に
関
わ
る

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
法
」
が
一
施
行
さ
れ
、
西

日
本
会
社
は
「
協
議
会
」
の

設
置
を
国
に
要
請
し
、
芸
備

線
に
つ
い
て
関
係
す
る
岡
山

県
・
広
島
県
を
は
じ
め
当
該

の
各
市
と
で
「
再
構
築
協
議

会
」
の
会
合
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
国
民
が
安
心
・
安
全

に
社
会
生
活
が
営
め
る
よ
う

に
国
の
役
割
を
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
役
割
と
鉄
道

の
安
全
を
守
る
た
め
、
労
働

組
合
と
し
て
取
り
組
ん
で
行

く
決
意
で
あ
る
。

春
闘
に
つ
い
て
で
は
、
日

本
の
経
済
状
況
は
株
価
高
騰

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
な
ど

で
一
見
明
る
い
先
行
き
感
を

か
も
し
出
し
て
い
る
が
、
直

近
の
消
費
動
向
調
査
で
も
指

数
は
「
改
善
に
足
踏
み
・
据

え
置
き
」
と
24

春
闘
の
賃
上

げ
水
準
で
は
生
活
改
善
に
結

び
つ
い
て
い
な
い
。
物
価
は

更
に
上
昇
す
る
状
況
で
あ
る
。

25

春
闘
で
は
、
前
年
と
の

比
較
や
物
価
高
騰
分
を
上
回

る
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
大

企
業
の
社
会
的
責
任
」
を
果

た
す
観
点
か
ら
、
内
部
留
保

の
一
部
を
労
働
者
の
賃
金
や

社
会
的
還
元
を
行
な
う
べ
き

で
あ
り
、
内
需
拡
大
・
生
活

充
実
の
経
済
へ
転
換
す
る
国

民
的
運
動
の
発
展
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
職

場
に
は
多
く
の
不
平
・
不
満
・

怒
り
が
渦
巻
い
て
い
る
。
職

場
討
議
・
職
場
集
会
な
ど
春

闘
の
闘
う
体
制
作
り
を
図
り

「
一
職
場
・
一
要
求
」
「
安

全
総
点
検
運
動
」
を
確
立
し
、

現
場
長
申
し
入
れ
や
大
衆
行

動
を
組
織
し
、
労
働
者
の
要

求
実
現
に
向
け
闘
う
態
勢
を

確
立
し
、
各
級
機
関
・
職
場

で
の
意
思
統
一
、
組
織
の
団

結
と
全
組
合
員
総
決
起
で
闘

う
体
制
の
確
立
を
図
っ
て
頂

き
た
い
。
労
働
組
合
は
要
求

し
、
団
結
し
、
闘
わ
な
け
れ

ば
要
求
は
勝
ち
取
れ
な
い
。

職
場
・
地
域
か
ら
力
を
合
わ

せ
奮
闘
し
よ
う
。

政
治
状
況
で
は
、
昨
年
の

総
選
挙
に
お
い
て
「
数
の
力

で
」
強
行
政
治
を
行
な
っ
て

い
た
自
公
政
権
が
過
半
数
割

れ
と
な
っ
た
。
国
民
の
運
動

に
よ
り
情
勢
を
大
き
く
変
え

る
・
転
換
で
き
る
チ
ャ
ン
ス

で
も
あ
る
。
「
新
自
由
主
義

経
済
」
に
よ
り
国
民
生
活
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
に
反
省
を
し
て
い
な

い
。
物
価
の
高
騰
、
社
会
保

障
制
度
を
は
じ
め
医
療
体
制

の
充
実
と
拡
充
、
真
の
経
済

対
策
、
外
交
・
安
全
保
障
、

「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
の

徹
底
解
明
、
災
害
に
強
い
基

盤
づ
く
り
な
ど
国
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
再
建

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
自
民

党
政
権
が
推
し
進
め
る
『
戦

争
す
る
国
づ
く
り
』
の
暴
走

を
終
わ
ら
せ
る
た
め
来
る
べ

き
参
議
院
選
挙
の
勝
利
に
向

け
真
の
野
党
共
闘
と
市
民
と

野
党
の
共
闘
が
重
要
で
あ
り
、

全
力
で
奮
闘
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

西
日
本
本
部
執
行
部
は
、

25

春
闘
勝
利
、
大
幅
賃
上
げ

獲
得
、
労
働
条
件
改
善
、
諸

要
求
・
諸
課
題
の
実
現
に
向

け
、
闘
い
の
先
頭
に
立
つ
決

意
を
表
明
し
、
西
日
本
本
部

執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
の

挨
拶
と
す
る
。

（２） ２０２５年 ３ 月 １ 日 国 労 西 日 本 大阪市北区錦町2-2 国労大阪会館内 06－6358－1190 JR071-4548 NO.３７７

執
行
委
員
長
挨
拶
要
旨


